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２ 年

1 9 9 0

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

２
１
労
働
省
「
平
成
二
年
版
婦
人
労

働
の
実
情
」
発
表
。
女
子
雇
用
者
数

于
で
百
四
十
九
万
人
で
昨
年
よ
り
四
・

七
％
増
。
６
－
目
民
党
、
土
地
保
有

税
（
国
税
）
の
導
入
を
柱
と
す
る
土

地
税
制
改
革
大
綱
決
定
。
７
｜
イ
ラ

ク
国
民
会
議
、
外
国
人
人
質
解
放
を

賛
成
多
数
で
承
認
。
1
0
－
生
活
環
境

審
議
会
「
今
後
の
廃
棄
物
処
理
対
策

の
在
り
方
」
に
関
す
ゑ
令
甲
案
次
定
。

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
、
再
利
用

な
ど
打
ち
出
す
。
▽
潜
水
艦
な
だ
し

お
と
第
一
富
士
丸
の
衝
突
事
故
の
初

公
判
開
か
れ
る
。
1
3
－
多
摩
川
水
害

訴
訟
で
最
高
裁
、
改
修
河
川
に
洪
水

防
止
義
務
あ
り
と
初
判
断
。
高
裁
へ

差
し
戻
し
。
1
4
|
会
計
検
査
院
「
平

成
元
年
度
決
算
検
査
報
告
」
提
出
。

行
わ
れ
る
。
▽
サ
ッ
チ
ャ
ー
革
首
相
、

辞
意
表
明
。
十
一
年
半
の
政
権
に
終

止
符
。
2
5
|
文
部
省
指
導
要
録
改
善

調
査
研
究
協
力
者
会
議
、
小
学
校
低

学
年
は
相
対
評
価
を
廃
止
し
、
中
・

高
学
年
も
三
段
階
評
価
の
方
針
を
打

ち
出
す
。
2
6
－
県
教
委
、
来
春
の
県

内
公
立
高
校
の
入
学
定
員
を
総
計
七

万
五
千
四
百
十
六
人
に
決
定
。
昨
年

よ
り
一
割
減
。
2
9
－
第
二
十
四
回
六

都
県
市
首
脳
会
議
開
催
。

を
ま
と
め
る
。
公
共
事
業
用
地
の
取
得
促
進
な

ど
六
項
目
二
件
を
新
た
に
加
え
る

2
0
－
交
通
局
、
市
内
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
起

点
と
す
る
深
夜
バ
ス
五
便
を
運
行

剥
］
－
道
路
局
、
高
速
横
浜
環
状
南
線
の
建
設
に

つ
い
て
、
周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
予
測
と
対

策
な
ど
の
原
案
ま
と
め
る

2
3
－
。
横
浜
ア
リ
ー
ナ
、
第
三
十
一
回
建
築
協

会
賞
と
第
三
回
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ア
リ
ー
ド

優
秀
賞
受
賞

１
－
市
屋
外
広
告
物
条
例
改
正
。
市
内
の
電
柱

や
街
路
灯
に
ポ
ス
タ
ー
や
立
て
看
板
の
設
置
、

張
り
紙
禁
止

３
Ｉ
市
、
十
月
一
日
実
施
の
国
勢
調
査
の
人
口

速
報
発
表
。
三
百
二
十
二
万
三
百
五
十
人
で
前

回
よ
り
二
十
二
万
七
千
四
百
二
十
四
人
増
。
▽

舞
岡
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
の
第
一
期
分
の
起
工
式

行
わ
れ
る

７
－
市
会
、
十
二
月
定
例
会
開
会
。
三
十
五
億

五
千
万
円
余
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
四

十
五
議
案
提
案
。
▽
横
浜
環
状
道
路
の
建
設
反

対
派
住
民
、
市
役
所
で
抗
議
行
動

９
－
横
浜
女
性
国
際
セ
ミ
ナ
ー
9
0
「
開
発
と
女

性
」
開
催

1
0
－
市
、
市
民
が
選
ん
だ
今
年
の
十
大
ニ
ュ
ー

ス
発
表
。
一
位
は
細
郷
前
市
長
の
死
去

1
1
|
交
通
局
、
市
営
地
下
鉄
全
二
十
駅
の
階
段

１
－
川
崎
市
の
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
２
－
文
部
省
、

「
大
学
生
の
実
態
調
査
」
ま
と
め
る
。

専
用
物
は
Ｃ
Ｄ
フ
レ
イ
ヤ
⊥
〈
八
％
、

テ
レ
ビ
六
六
％
、
電
話
四
四
％
な
ど

リ
ッ
チ
な
生
活
。
▽
県
知
事
、
第
二

次
新
神
奈
川
の
改
定
実
施
計
画
を
県

総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
。
３
－

「
神
奈
川
文
化
賞
」
「
神
奈
川
ス
ポ
ー

ツ
賞
」
の
贈
呈
式
。
４
－
厚
生
省
、

平
成
元
年
度
の
厚
生
年
金
、
国
民
年

金
の
受
給
状
況
ま
と
め
る
。
受
給
者

総
数
二
千
十
万
人
に
。
５
－
長
洲
知

事
、
五
選
出
馬
の
意
向
表
明
。
６
Ｉ

イ
ラ
ク
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
日
本
人

人
質
ら
七
十
八
人
の
鯉
放
確
定
。
８
－

最
高
裁
判
決
で
、
別
居
七
年
半
で
離

婚
認
め
る
。
最
短
期
間
。
９
｜
県
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
来
春
の
知
事
選

に
つ
い
て
即
日
開
票
を
行
う
方
針
。

▽
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
、
平
成
三
年

度
の
新
テ
ス
ト
志
願
者
数
四
十
五
万

五
千
八
百
五
十
二
人
と
発
表
。
1
0
－

自
民
党
、
政
治
改
革
基
本
要
綱
の
素

案
ま
と
め
る
。
衆
院
総
定
数
四
百
七

十
一
に
削
減
な
ど
。
1
2
l
天
皇
陛
下

の
「
即
位
の
礼
」
行
わ
れ
る
。
1
5
－

神
奈
川
工
業
技
術
開
発
大
饗
蒋
管
弐
。

2
1
－
国
土
庁
、
「
国
土
レ
ポ
ー
ト
9
0
」

発
表
。
2
2
1
天
皇
即
位
に
伴
う
大
１
　

祭
の
中
心
儀
式
「
大
誉
官
の
儀
」

１
‐
東
急
東
横
線
反
町
な
ど
三
駅
に
市
営
の
二

輪
車
駐
輪
場
オ
ー
プ
ン
。
市
内
七
十
一
ヵ
所
の

駅
前
に
設
置

５
‐
老
人
福
祉
大
学
特
別
公
開
講
座
「
女
た
ち

の
高
齢
化
社
会
」
（
横
浜
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
）
が
東
口
新
都
市
ホ
ー
ル
で
開
催
。

６
－
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
計
画
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
都
市
間
の
技
術

交
流
を
目
指
す
シ
テ
ィ
・
ネ
。
ト
の
一
事
業
で

バ
ン
コ
ク
な
ど
海
外
七
都
市
と
横
浜
市
等
の
専

門
家
約
六
十
人
が
参
加
。
▽
「
鶴
見
区
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
普
及
推
進
協
議
会
」
設
立

７
｜
「
自
治
体
の
国
際
政
策
―
世
界
に
開
か
れ

た
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け
て
」
（
県
・
市
な

ど
十
二
都
道
府
県
主
催
）
開
催

８
｜
Ｍ
Ｍ
２
１
地
区
の
2
4
街
区
へ
の
進
出
企
業
グ

ル
ー
プ
を
決
め
る
事
業
コ
ン
ペ
結
果
発
表
。
住

友
商
事
を
代
表
企
業
と
す
る
「
Ｔ
・
Ｒ
・
Y
9
0

グ
ル
ー
プ
」
な
ど
三
社
が
当
選

1
2
1
「
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」

百
万
人
目
の
利
用
者
。
昨
年
九
月
二
十
七
日
に

開
通
以
来
四
百
五
日
目

1
3
－
市
、
第
三
十
九
回
横
浜
文
化
賞
の
審
査
結

果
発
表
。
四
部
門
五
人
の
受
賞
者
決
定

1
7
|
市
、
公
共
用
地
、
代
替
地
確
保
を
進
め
る

た
め
の
「
土
地
情
報
登
録
制
度
」
ス
タ
ー
ト

1
9
|
市
、
国
へ
の
独
自
要
望
十
六
項
目
、
五
件



１月

手
す
り
に
点
字
案
内
を
設
置
ず
る
方
針
発
表

1
2
⊥
高
速
横
浜
環
状
南
線
の
地
元
説
明
会
が
始

ま
る
（
～
1
8
）
。
反
対
派
住
民
ピ
ケ
な
ど
で
阻

止
行
動
。
▽
空
き
缶
、
空
き
瓶
を
対
象
と
し
た

分
別
収
集
の
モ
デ
ル
事
業
、
旭
区
と
緑
区
で
ス

1
3
|
市
、
下
水
に
含
ま
れ
る
汚
泥
を
利
用
し
て

紙
を
試
作
す
る
こ
と
に
全
国
で
初
め
て
成
功
し

た
と
発
表

1
5
|
第
一
回
横
浜
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
開
港
記

念
会
館
な
ど
で
開
催

2
3
|
横
浜
と
長
野
県
松
本
を
一
本
で
結
ぶ
中
央

本
線
特
急
電
車
「
か
い
じ
」
「
あ
ず
さ
」
の
横

浜
乗
り
入
れ
開
始

2
4
‐
大
蔵
原
案
内
示
。
国
立
横
浜
国
際
会
議
場

の
建
設
費
十
四
億
三
千
万
円
、
満
額
認
め
ら
れ
る
。

2
5
－
建
設
確
認
請
求
書
類
の
情
報
公
開
を
め
ぐ

り
、
市
公
文
書
公
開
審
議
会
は
一
部
公
開
を
答

申
。
市
の
決
定
と
異
な
る
答
申
と
な
る

2
7
－
市
の
課
税
ミ
ス
に
つ
い
て
、
「
過
誤
納
金

問
題
研
究
会
」
、
時
効
分
を
「
補
て
ん
金
」
の

形
で
返
還
す
べ
き
と
市
長
に
報
告

１
－
第
十
四
回
、
横
浜
市
長
杯
国
際
元
旦
マ
ラ

ソ
ン
開
催
。
十
六
カ
国
、
百
五
十
人
の
外
人
を

含
む
三
千
人
参
加

３
｜
市
、
新
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
国
庫
補
助

制
度
適
用
。
M
M
2
1
新
線
下
な
ど
市
内
二
ヵ
所

に
地
下
駐
車
場
を
建
設
す
る
方
針

４
－
市
内
全
区
で
住
民
票
電
算
処
理
ス
タ
ー
ト

違
法
な
支
出
な
ど
二
百
二
十
件
指
摘
。

1
5
－
自
治
省
、
国
会
議
員
一
人
当
た

り
の
有
権
者
数
の
選
挙
区
間
最
大
格

差
は
、
衆
院
神
奈
川
四
区
で
三
・
二

三
倍
と
発
表
。
1
7
|
県
、
十
月
一
日

実
施
の
国
勢
調
査
結
果
発
表
。
県
総

人
口
七
百
九
十
八
万
四
百
二
十
一
人

に
。
1
8
－
中
央
教
育
審
議
会
「
有
力

大
学
へ
同
一
高
校
か
ら
の
入
学
者
数

の
制
限
」
な
ど
提
言
。
1
9
－
自
民
党
、

約
六
千
五
百
億
円
の
個
人
住
民
税
減

税
の
実
施
な
ど
平
成
三
年
度
税
制
改

正
大
綱
決
定
。
2
1
－
国
勢
調
査
速
報

値
で
日
本
の
総
人
口
一
億
二
千
三
百

六
十
一
万
千
五
百
四
十
一
人
。
前
回

比
二
・
％
増
。
2
6
1
県
総
合
計
画

審
議
会
、
第
二
次
神
奈
川
計
画
の
改

定
実
施
計
画
案
答
申
。
▽
い
じ
め
に

よ
る
自
殺
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
、
福
島

地
裁
学
校
側
の
管
理
責
任
を
認
め
両

親
に
千
百
万
円
の
支
弘
い
を
命
じ
る
。

2
9
1
第
二
次
海
部
内
閣
発
足
。
▽
政

府
、
九
十
一
年
度
予
算
案
正
式
沃
定
。

一
般
会
計
総
額
七
十
兆
三
千
四
百
七

十
四
億
円
。

１
－
県
警
、
昨
年
一
年
間
の
「
交
通

事
故
発
生
状
況
」
ま
と
め
る
。
死
者

四
百
九
十
一
人
で
前
年
比
七
十
五
人

減
。
５
｜
長
洲
県
知
事
、
五
選
出
馬

正
式
表
明
。
▽
文
部
省
、
平
成
二
年

度
の
「
学
校
保
健
統
計
調
査
」
ま
と

め
る
。
体
型
は
大
型
化
、
健
康
状
態

悪
化
。
９
－
神
奈
川
行
政
監
察
事
務

７
｜
市
長
、
年
頭
記
者
会
見
、
粗
大
ご
み
を
収

集
、
交
換
で
き
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
・
プ
ラ
ザ
」

の
設
置
な
ど
の
方
針
。
▽
市
、
M
M
2
1
地
区
の

幹
線
道
路
、
公
園
な
ど
公
共
施
設
十
一
ヵ
所
の

名
称
発
表

1
2
－
市
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
る
宅

地
の
平
均
上
昇
率
や
税
負
担
の
モ
デ
ル
試
算
な

ど
を
公
表

1
3
－
M
M
2
1
地
区
で
、
市
消
防
出
初
め
式
－

1
4
|
平
成
三
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
市
長
査

定
開
始
。
▽
市
、
運
河
の
沈
廃
船
問
題
で
、
罰

則
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
案
を
作
る
な
ど
抜
本
策

に
乗
り
出
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
た

1
7
|
湾
岸
戦
争
突
入
で
、
市
「
市
民
生
活
関
連

物
資
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
。
▽
市
、
市
内

の
住
宅
事
情
調
査
結
果
ま
と
め
る
。
持
ち
家
率

五
十
四
％
で
全
国
大
都
市
の
ト
ッ
プ

1
8
－
航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
起
工
式

2
2
｜
市
、
湾
岸
戦
争
長
期
化
を
見
込
し
、
省
エ

ネ
対
策
と
し
て
ラ
イ
ト
・
ア
ッ
プ
作
戦
を
自
粛

▽
市
、
井
戸
水
の
水
質
調
査
結
果
発
表
。
大
腸

菌
の
検
出
さ
れ
る
な
ど
の
三
ヵ
所
の
飲
用
中
止

2
3
|
入
江
川
に
捨
て
ら
れ
た
沈
廃
船
の
撤
去
作

業
開
始
。
▽
市
、
児
童
福
祉
審
議
会
「
保
育
需

要
多
様
化
に
伴
う
保
育
施
策
の
あ
り
方
及
び
保

育
所
の
役
割
」
に
つ
い
て
産
休
明
け
、
長
時
間

保
育
等
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
を
中
間
答
申

2
4
|
市
、
都
市
計
画
審
議
会
開
か
れ
る
。
高
速

横
浜
環
状
南
線
計
画
の
諮
問
見
送
る

2
6
l
市
が
公
募
し
た
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」
の
発
表
会
開
催

所
、
県
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
三

〇
・
六
％
と
全
国
平
均
に
比
べ
低
く
、

活
動
の
活
性
化
を
県
・
市
に
勧
告
。

1
2
|
総
理
府
の
「
女
性
に
関
す
る
世

論
調
査
」
（
全
国
二
十
歳
以
上
の
男

女
五
千
人
）
で
夫
婦
別
姓
に
三
割
賛

成
、
と
発
表
。
▽
平
成
三
年
度
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
開
始
。
1
3
－
ソ

連
軍
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
首
都
ビ

リ
ニ
ュ
ス
の
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
局
を

攻
撃
占
拠
。
市
民
ら
十
三
人
死
亡
。

1
6
|
（
米
東
部
標
準
時
間
十
六
日
午

前
零
時
）
イ
ラ
ク
の
ク
ェ
ー
ト
撤
退
期

限
切
れ
を
迎
え
る
。
国
連
を
は
じ
め

と
す
る
和
平
工
作
不
成
立
J
1
7
1
米

軍
主
体
の
多
国
籍
軍
、
バ
グ
ダ
ッ
ト
。

バ
ス
ラ
、
ク
ェ
ー
ト
領
な
ど
の
戦
略

施
設
に
空
爆
開
始
し
湾
岸
戦
争
突
入

へ
。
1
8
－
イ
ラ
ク
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

で
反
撃
開
始
。
2
2
|
逗
子
市
池
子
の

米
軍
家
族
住
宅
建
設
問
題
で
、
富
野

逗
子
市
長
と
児
玉
防
衛
施
設
長
会
談
。

2
2
－
イ
ラ
ク
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
三
度

目
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
。
2
4
－
政
府
、

湾
岸
戦
争
に
よ
る
被
災
民
移
送
の
た

め
の
自
衛
隊
輸
送
機
派
遣
と
多
国
籍

軍
に
対
す
る
九
十
億
ド
ル
の
追
加
資

金
協
力
決
定
。
2
5
－
中
国
雲
南
省
の

未
踏
峰
、
梅
里
雪
山
に
登
山
中
連
絡

を
絶
っ
た
京
都
大
学
山
岳
会
の
十
一

人
の
捜
索
打
ち
切
り
。
2
9
－
作
家
井

上
靖
氏
死
去
、
八
十
三
歳
。
3
0
1
日

本
と
北
朝
鮮
、
国
交
正
常
化
の
た
め

第
一
回
交
渉
行
う
。
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